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1. 四国支部年次研究大会の報告 
 
プロジェクトマネジメント学会四国支部では，

平成 25 年 2 月 12 日（火），香川大学幸町キャンパ

スにおいて，四国支部総会に引き続き，第 11 回年

次研究大会を開催いたしました． 
 

四国支部年次研究大会 
日時：平成 25 年 2 月 12 日（火） 
場所：香川大学幸町キャンパス研究交流棟 

 研究者交流スペース 
共催：香川大学大学院地域マネジメント研究科 
   香川大学工学部 
   香川大学地域開発共同研究センター 

技術交流協力会 
後援：香川県，四国経済産業局，特定非営利活動

法人 IT コーディネーター協会 

 
年次研究大会の様子 

 
年次研究大会には，本部からメンタルヘルス研

究会主査の前田英行様が招待講演にお越し下さい

ました． 
四国支部の会員の方には，43 名と大勢の方に参

加していただきました． 
 
招待講演：「プロジェクトを成功させるためのメ

ンタルヘルスマネジメント」 
前田英行氏（PM 学会ンタルヘルス研究会主査・

日立公共システムエンジニアリング㈱） 

メンタルヘルスに関する日本の現状，プロジェ

クト現場でのメンタルヘルス対策，メンタルヘル

ス対策の基本「セルフケア」そしてプロジェクト

マネジャの役割「3 つのマネジメント」について

お話し頂いた． 
 

 
前田氏による招待講演 

 
発表：「携帯型情報端末活用による「現場力向

上」について」 
  杉原善彦氏（㈱穴吹カレッジサービス） 

プロジェクト管理における重要なテーマと

して「現場力向上」がある．本発表では，どの

ような現場で，どのような背景の下に，携帯型

情報端末を活用した「現場力向上」が試みられ

ているのか，事例を紹介する． 
 

 
杉原氏による発表 

 
 *香川大学（Kagawa University） 



発表：「プロジェクトマネジメント標準策定へ

の取組」 
  谷本和也氏（中央コンピューター㈱） 

過去のシステム開発を請け負う中で当社の

課題となっていた，開発プロジェクトの管理面

における知識・経験・ノウハウの蓄積，体系化

および伝承．一般的にもよく耳にするこの課題

に対して，当社で行った取組みを紹介する． 
 

 
谷本氏による発表 

 
発表：「プロジェクトオーナーとプロジェクト

リーダーの狭間の鵺」 
武井裕一郎氏（㈱DynaxT） 

PM の役割の軸足が調整とネゴシエーションに

あることは，PM の研究者，実践者であられる皆

様方には当然の事であると同意いただけるであろ

う．プロジェクトの目的完遂のために必要な「鵺」

的な役割の重要性について，エンファシスを試み

た． 
 

 
武井氏による発表 

 
発表：「プロジェクト管理の高度化，効率化へ

の取り組み」 
斉藤隆弘氏（㈱STNet） 

プロジェクトの途中段階で，進捗や品質などを

定量的なデータに基づいて見える化し，各プロジ

ェクトで自律的に改善していけるしくみづくりに

ついて報告する． 
 

 
斉藤氏による発表 

 
年次研究大会は，新支部長の板倉の挨拶に続

き，前田様による招待講演，四国支部会員によ

る 4 件の発表がありました．講演・発表後の質

疑応答では活発な意見交換が行われ，充実した

ものとなりました．今回は，関西支部からもご

参加いただき，交流を深めることができました． 
年次研究大会終了後は会場を移して，懇親会が

開かれ，ここでも活発な意見交換をすることがで

きました． 
 

2. 今年度の活動予定 
 
 今年度は，昨年度に引き続き，研究会の活発化

に重点を置き活動を展開する計画です．また，ITC
団体（ITC 四国，ITC かがわ）や ISO ネットワー

ク，香川県情報システムサービス協議会，香川大

学社会連携・知的財産センターなどの団体との交

流を深め，幅広い方に研究会への参加を呼び掛け，

新規会員の開拓に努めたいと考えています． 
更に，PM の基礎的な手法の研修に加えて，四

国地域の実践的な課題，例えば，街づくり，地域

振興，企業の経営課題等にプロジェクトマネジメ

ントを適用することで，活動を一層活性化してい

きたいと考えています． 
具体的には，下記の活動を予定しております． 

(1) モチベーションアップ，メンタルヘルスに関

する研究会の実施 
(2) パーソナルＰＭに関する研究会の実施 
(3) IT コーディネーター協会，ISO ネットワークと

の協業の推進 



(4) リスク・マネジメントに関する研究会の実施 
(5) PM 学会四国支部 年次研究大会の実施． 
(6) 本部秋季・春季大会への参加 
(7) 第 5 回横幹連合コンファレンス（香川大学）

への参加 

これらの活動計画に基づき，昨年同様，年 4 回

の研究会を実施する予定です． 
 

四国支部 5 月度研究会 
日時：平成 25 年 5 月 21 日(火)14：00～16：00 
場所：香川大学幸町南（経済学部）キャンパス 

又信記念館 1 階 特別講義室 
講演：「プロジェクトリーダーシップ獲得には」 
講師：冨永 章氏 

PM ラボラトリー代表，香川大学大学院地域マ

ネジメント研究科客員教授、三菱総合研究所上

席理事，法政大学大学院イノベーションマネジ

メント研究科客員教授，マイクロＩＴラボラト

リー代表，元日本 IBM 専務取締役，前東京大

学特任教授 
内容： 
チームを率いるには，メンバーのベクトルを合

わせる求心力が欲しいし，リーダーは責任ととも

に権限も持ち合わせたい．必然的な成功に至るた

めに，リーダーとしての成算や意志も欠かせない．

ここでは，リーダーシップ獲得のためのヒントと，

プロジェクトマネジメントが技だけでなく心の面

に踏み込むことが，今後ますます求められる点を

述べたい． 
 

四国支部 7 月度研究会  
日時：平成 25 年 7 月 26 日(金) 14：00～16：00 
場所：香川大学幸町南（経済学部）キャンパス  

又信記念館 1 階 特別講義室  
講演：「リスク・マネジメント（仮題）」  
講師：志田 慎太郎氏  
東京海上日動リスクコンサルティング株式会社 

顧問，香川大学大学院地域マネジメント研究科

客員教授 
 
四国支部お問い合わせ先 
事務局：香川大学大学院地域マネジメント研究科 

中山，吉田 
〒760-8523  香川県高松市幸町 2-1 
TEL&FAX 087-832-1872 
電子メール： office@italabo.com  
ホームページ： 

http://www.italabo.com/PMshikoku/  
 
3. お礼 
 
 最後になりましたが，年次研究大会の運営に関

し，会員サービス委員会の造田様，角田様をはじ

め本部の方々には，多大なご支援をいただきまし

た．厚くお礼申し上げます． 

 

http://www.italabo.com/PMshikoku/

